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PS-16琉球列島産イワヒトデ属ＣＯ{y＄た（ウラボシ科Polyppidaceae）
の推定雑種に関する研究

森重さやか・傳田哲郎・横田昌嗣

琉球大学理学部海洋自然科学科

西表島由珍川においてウラボシ科（シダ植物）と思われる未記載種が発見さ

れた。野外での観察では、この未記載種は側所的に生育していたオオイワヒト

デ（イワヒトデ属)、同所的に生育していたミツデヘラシダ（ヌカボシクリハラ

ン属）の中間的な特徴を示し、これら２種を親とした属間雑種ではないかと推
定された。本研究ではこの未記載種がオオイワヒトデとミツデヘラシダの雑種
であるかどうかを確かめるため、葉や胞子裏の形態を比較するとともに、核と
葉緑体ＤＮＡを用いた分子系統学的解析をおこなった。

未記載種の葉は最下側羽片の形などにおいてミツデヘラシダに類似したが、
側羽片数や葉脈、胞子のう群の形態においてオオイワヒトデとミツデヘラシダ
の中間型を示した。また、未記載種の胞子は形や大きさが一定しておらず、１胞
子嚢あたりの胞子数も少なかった。これらの形質状態は未記載種の雑種性を反
映していると思われる。また、イワヒトデ属４種（オオイワヒトデ、イワヒト
デ、ヒトツバイワヒトデ、シンテンウラボシ)、ヌカボシクリハラン属３種（ミ
ツデヘラシダ、オキナワウラボシ、ヌカボシクリハラン)、末記載種について
RAPD法による核ＤＮＡの解析をおこなった結果、未記載種がオオイワヒトデと
ミツデヘラシダのＲＡＰＤマーカーを共有し、これら２種の核ＤＮＡを合わせ持っ
ている可能性が示唆された。さらに葉緑体ＤＮＡのか"Ｌ－Ｆ遺伝子間領域につい
て塩基配列を比較したところ、未記載種、ミツデヘラシダ、オオイワヒトデの
一部（西表島由珍川とマーレー川）の配列が完全に一致した。これらの結果か
ら、母親種は特定できないものの、オオイワヒトデとミツデヘラシダの交雑に
よって未記載種が生じた可能性が高いと考えられる。
DDBJに登録されているオオエゾデンダ（エゾデンダ属）の配列（AY65MO）
を外群として用い、ｍｚＬ－Ｆ遺伝子間領域の塩基配列に基づいた最節約系統樹を
構築したところ、奄美大島から与那国島にかけての８産地より採集したオオイ
ワヒトデが－つのクラスターを形成した。その一方で、西表島上原のオオイワ
ヒトデは同所的に生育していたシンテンウラボシなどと、また、西表島由珍川
とマーレー川のオオイワヒトデは側所的・同所的に生育していたミツデヘラシ
ダ・未記載種と同じクレードに含まれ、オオイワヒトデは単系統にはならなか
った。現段階ではオオイワヒトデに見られた葉緑体ＤＮＡの多型が、祖先的多型
を反映している可能性も否定できない。しかし、西表島の上原や由珍川・マー
レー川に生育するオオイワヒトデの葉緑体ＤＮＡの塩基配列が､他地域のオオイ
ワヒトデとよりも、同所的に生育していた種と高い相同性を示したことから、
オオイワヒトデが近接して生育する近縁種との交雑を通じて他種の葉緑体ＤＮＡ
を取り込み、その結果多型が生じている可能性が高いと考えられる。


